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糖尿病患者は世界中で増加しており、特にアジアでの増加が著しい。WHO の予測に

よれば、世界全体で糖尿病患者は２，０００年の１億５，７３０万人から２，０１０年 
には２億１，５６０万人になるとされており、アジア地区だけで２，０００年の８，６

５６万人から２，０１０年の１億２，６００万人に増加すると推測されており、そのほ

とんどはインスリン非依存型糖尿病（NIDDM）である。 
日本でも糖尿病患者は増加しており、１９９７年の調査では糖尿病患者は６９０万人と

推定され、予備軍である耐糖能異常（IGT）の患者を含めると１，３７０万人に達し、

４０歳以上では３０％を占める。日本人の糖尿病は、その９５％が NIDDM である。 
このことから、糖尿病対策は世界中で重要な課題となっている。 
 １９４３年 Kneen らにより、小麦粒（wheat kernel）中にα-amylase inhibitory 
activity のあることが発見され、１９７６年 Deponte らにより、その作用は wheat 
albumin fraction（WA）に存在する多種類のたんぱく質に起因することが見出された。

そ の 後 こ の α -amylase inhibitory activity の あ る た ん ぱ く 質 は

0.19,0.28,0.36,0.53-inhibitor(電気泳動による移動度から命名)などであることが判明

した。 
１９９５年 Koike らにより WA に食後血糖値の上昇抑制作用があることが証明され、 
１９９６年 Choudhury らにより wheat albumin fraction（WA）のα -amylase 
inhibitory activity の大部分は 0.19-inhibitor に存在することが明らかとなった。 
 今回我々は、WA を小麦粉より分離・精製し、NIDDM 患者、予備軍及び健常人が摂

取した場合の食後血糖値の上昇に及ぼす影響を調べた。その結果 WA には食後血糖値の

上昇を抑制する効果が認められ、同時に食後の血中インスリン濃度の低下も観られた。 
また、毎食後の食後血糖値のコントロールが長期的にみて糖尿病改善につながるかどう

かを確認するために、WA 含有スープを軽症 NIDDM 患者に３ヶ月間摂取させ血中糖化 
ヘモグロビン（HbA1c）の変動を観察した。その結果、HbA1c が 7.0 以上の患者では 2
ヶ月後から明らかな低下が観られた。 
このことから WA が糖尿病の予防及び改善のための食事療法の補助手段として有用で

あると考えられる。 
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Figure 1: Effects of wheat alubumin (WA)-added consommé
soup on postprandial increases in blood glucose level
              *=p<0.05  **=p<0.01
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Figure 2: Effects of wheat alubumin (WA)-added consommé
soup on AUC for blood glucose level
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